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府中市後期次世代育成支援行動計画 後期計画の基本的な考え方（案） 
 

 

■基本理念 
 

現計画 後期計画（案） 

 

ひとみ輝け！府中の子どもたち 心豊かな子どもがいきいきと育つまち 

 

 

・子どもはひとりひとりが生まれながらに無限の可能性を持つ存在です。また、明日の社会を担う貴重な存在でもあり

ます。 

・安心して子どもを産み、その子どもが周囲の愛に育まれ自らの可能性を生かしながら、心豊かにいきいきと育つこと

は、家族の望みであるだけでなく、わたしたちの社会にとっても大切な願いです。 

・社会のひとびとすべてが、子どもをひとりの人間として尊重し、最大限、その幸せな成長に配慮する姿勢が必要です。 

・子育てが喜びを持って行われ、ひとりひとりの子どもが心豊かにいきいきと育ち、そのひとみが輝くようなまちを目

指して、家庭・地域・行政・企業など社会全体で子どもと子育てを支援する環境づくりを進めます。 

■基本理念 

次代を担う子どもたちひとりひとりを生まれる前から大切にし、子どもの立場を尊重する視点に立

ちます 

 

・子どもはひとりひとりが生まれながらに無限の可能性を持つ存在です。また、明日の社会を担う貴重な存在でもあ

ります。 

・安心して子どもを産み、その子どもが周囲の愛に育まれ自らの可能性を生かしながら、心豊かにいきいきと育つこ

とは、家族の望みであるだけでなく、わたしたちの社会にとっても大切な願いです。 

・ 子どもたちひとりひとりを生まれる前からかけがいのない存在としてとらえ、子どもの人権を尊重するとともに、

子どもの利益が最大限に尊重されるよう、子どもの視点に立ちます。 

・子どもは「次代を担う人」であるという認識のもと、子どもが豊かな人間性を形成し、自立した人間として仕事や

家庭を持つことができるよう取り組みます。 

 

■基本目標 
 

ひとみ輝け！府中の子どもたち 心豊かな子どもがいきいきと育つまち 

 
 

■基本方針 
 

現計画 後期計画（案） 

１ 子どもの幸せを中心に考え、子どもがいきいきとすこやかに育つ環境をつくります 

 

・子どもの幸せな成長を中心に考え、すべての子どもが持って生まれた「育つ力」を最大限に活かし、いきいきとすこ

やかに育つことができる環境をつくります。 

・親や地域のひとびとと協力して、子ども自身の育つ力を信頼し、子どもにとって何が最も望ましい状態であるのかを

考えながら、子どもの成長・発達を支援します。 

・「児童の権利に関する条約」に基づき、すべての子どもをひとりの人間として尊重する視点を大切にし、その最善の

利益が保障されるよう支援します。 

１ 子どもの幸せを中心に考え、子どもがいきいきとすこやかに育つ環境をつくります 

 

・子どもの幸せな成長を中心に考え、すべての子どもが持って生まれた「育つ力」を最大限に活かし、いきいきとす

こやかに育つことができる環境をつくります。 

・親や地域のひとびとと協力して、子ども自身の育つ力を信頼し、子どもにとって最も望ましい状態を考えながら、

子どもの成長・発達を支援します。 

・「児童の権利に関する条約」に基づき、すべての子どもをひとりの人間として尊重する視点を大切にし、その最善

の利益が保障されるよう支援します。 

・要保護児童や障害のある子どもとその家庭、ひとり親家庭など、特にサポートを必要とする子どもや家庭の自立を

支援します。 

・子どもたちが育ちやすい環境づくりを進めるために、子どもの権利、人権に関する知識や、児童虐待の未然防止に

向けた虐待に関する知識などの普及、啓発を行います。 

・学校や社会におけるいじめや差別、広がりをみせるインターネット上のいじめ等の防止に向けて、子どもたち自身

が人権に関する正しい知識を得られるよう人権教育の充実を図ります。 

 

 

資料３ 

※現計画との変更点について、網掛けしています。 
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現計画 後期計画（案） 

２ 親が親として育ち、安らぎのある子育てができるように支援します 

 

・親が自信を持ってゆったりと子育てをし、その喜びを感じることができるように、育児の多様性に配慮しながら、子

育てを支援します。 

・家庭の養育機能や地域の子育て機能が低下し、親に負担が集中している状況を改善するため、子育て家庭を支援しま

す。 

・子育てと仕事の両立に悩む家庭に対し、子育てと仕事の両立を支援します。 

・子育ての負担、不安を一人で抱え込みがちな家庭に対し、子育ての負担・不安を緩和します。 

・身近に子どもや子育てにふれあう機会のないままに親になり、周囲からの援助も得にくいなか、子どもとの接し方や

子育ての方法に悩む親を支援します。 

２ 親が親として育ち、安らぎのある子育てができるように支援します 

 

・親が自信を持って安心して子育てをするとともに、子育てに喜びを感じることができるように、育児の多様性に配

慮しながら、子育てを支援します。 

・家庭の養育機能や地域の子育て機能が低下している中、親の育児の負担が軽減されるよう、子育て家庭を支援しま

す。 

・子育てと仕事の両立に悩む家庭に対し、子育てと仕事の両立を支援します。 

・子育ての負担、不安を一人で抱え込みがちな家庭に対し、子育ての負担・不安を緩和します。 

・身近に子どもや子育てにふれあう機会のないままに親になり、周囲からの援助も得にくいなか、子どもとの接し方

や子育ての方法に悩む親を支援します。 

・ドメスティック・バイオレンスをはじめ、生活不安や社会からの孤立など、子育て以外の悩みや不安を抱える親を

支援します。 

・安心して出産し、子育てに臨めるよう、妊娠期から悩みや不安の解消に向けて支援します。 

 

３ 子ども・子育てを見守り、はぐくみ、支える地域をつくります 

 

・子どもがすこやかに育ち、安らぎのある子育てが実現されるよう、企業、関係機関と協力して、子どもや子育て家庭

が暮らしやすい環境を整備し、地域のひとびとが子どもの成長にかかわる地域づくりを進めます。 

・都市化や核家族化が進み、家庭の養育機能の低下や子育て家庭の孤立が指摘されているなか、子どもや子育てを地域

全体で見守り、はぐくみ、支えるため、地域のひとびとが子どもや子育てに関する関心と意識を高める活動を進めま

す。 

・ハード・ソフトの両面から、地域のひとびとが主体的に子どもの育成や子育て支援にかかわる仕組みをつくり、子ど

もや子育てを支える地域づくりを進めます。 

３ 子ども・子育てを見守り、はぐくみ、支える地域をつくります  

 

・子どもがすこやかに育ち、安らぎのある子育てが実現されるよう、企業、関係機関と協力して、子どもや子育て家

庭が暮らしやすい環境を整備し、地域のひとびとが子どもの成長にかかわる地域づくりを進めます。 

・都市化や核家族化が進み、家庭の養育機能の低下や子育て家庭の孤立が指摘されているなか、子どもや子育てを地

域全体で見守り、はぐくみ、支えるため、地域のひとびとが子どもや子育てに関する関心と意識を高める活動を進

めます。 

・ハード・ソフトの両面から、地域のひとびとが主体的に子どもの育成や子育て支援にかかわる仕組みをつくり、子

どもや子育てを支える地域づくりを進めます。 

・従来の地縁的なむすびつきを中心とした活動のみならず、地域を超えた子育てネットワークをはぐくみ、新たなコ

ミュニティとして成熟していくように支援します。 

・子どもや子ども連れ、妊娠中の女性などだれもが安心して、快適に過ごせるように、ユニバーサルデザインの視点

（特に子どもの立場にたった視点）に基づいたまちづくりを進めます。 

・※子育て家庭の孤独の解消は、方針２の 4 つめ、方針３の２つめに含まれるため記載せず 

 ４ 社会全体で子育てを支援し、子育てを応援していく意識づくりにつとめるとともに、仕事と家庭

の調和（ワーク・ライフ・バランス）を推進します 

 

・社会のひとびとすべてが、子どもをひとりの人間として尊重し、最大限、その幸せな成長に配慮できるように意識

啓発を図ります。 

・喜びを持って子育てを行ない、ひとりひとりの子どもが心豊かにいきいきと育つよう、家庭だけではなく、地域・

行政・企業・NPO 法人や市民グループなど社会全体で子どもと子育てを支援する環境づくりを進めます。 

・社会全体が子育ての大切さを理解し、子どもや子育てを暖かく見守り、応援する気運の醸成に向けて広く社会に発

信していきます。 

・ 男女がともに家族としての責任を担い、仕事と子育てを両立できるよう、市民への意識啓発や家庭への支援、企業

への働きかけなど多角的に取り組み、ワーク・ライフ・バランスの普及・啓発につとめます。 

 

 

 

 


